
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、募集期間中に市役所１階情報発信・フリー（交流）スペ

ースにて、新築する義務教育学校の模型や平面図、パースなどを

展示しますので、ぜひご覧ください。 

１ 

砂川市義務教育学校建設について 

○『砂川市義務教育学校建設基本設計書（案）』に対する意見募集について 

【募集する意見】 

名称 砂川市義務教育学校建設基本設計書（案） 

内容 義務教育学校の開校に向けて、建設の基本方針、施設設備の考え方に対す

る意見 

詳細・提出 学校再編課 TEL：74-4313 FAX：74-8798 

      Eメール：saihen@city.sunagawa.lg.jp 

      郵送：〒073-0195 砂川市西７条北２丁目１番１号 

         砂川市教育委員会学校再編課宛 

◆応募対象 市内に在住、在勤、在学している方、その他本設計に関係する個人及び団体 

◆提出方法 所定の様式に氏名、住所などの必要事項を記入のうえ、FAX、Eメール、郵 

送、閲覧場所に備え付けの意見箱に投函、もしくは市ホームぺージ内のパブ 

リックコメント専用フォームで提出してください。いただいたご意見などは、 

市ホームページおよび市役所１階情報発信・フリー（交流）スペースにて公 

表します。（応募者の氏名・住所は除く） 

◆閲覧場所 市ホームページ、市役所１階情報発信・フリー（交流）スペース、公民館、 

総合体育館、海洋センター、地域交流センターゆう、南地区・北地区コミュ 

ニティセンター 

◆募集期間 ７月６日（木）～８月７日（月） 

義務教育学校建設に係わる「基本設計書」の策定にあたり、次のとおり、皆さんから意

見募集（パブリックコメント）を行います。 

 

○『砂川市義務教育学校建設オープンハウス』の実施について 

７月30日（日）に砂川遊水地管理棟において開催される防災フェスティバルに合

わせて、『砂川市義務教育学校建設オープンハウス』を実施します。オープンハウス

では、パネルや模型展示、動画での紹介のほかに、VR体験コーナーを用意し、義務

教育学校の内部を仮想空間で体験できる機会を用意しておりますので、お気軽にお

立寄りください！ 
 

◆と き 7月30日（日） 9：45～14：00 

◆ところ 砂川遊水地管理棟 

◆参加料 無料 

 

・学校と周辺の模型 

mailto:saihen@city.sunagawa.lg.jp


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小中一貫教育の推進について 

小中一貫教育の導入及び

推進を図るため、令和３年度

から校長、教頭などで組織す

る「砂川市小中一貫教育推進

委員会」を設置しています。 

令和５年５月16日（火）に

開催した令和５年度第１回

砂川市小中一貫教育推進委

員会にて、今年度の委員に委

嘱書を交付し、今後の検討事

項について確認しました。 

２ 

●令和５年度 砂川市小中一貫教育推進委員会 委員名簿 

役職 氏名 学校名・職名 

会長 神 島 亘 基 豊沼小学校  校長 

副会長 樽󠄀 石 哲 也 中央小学校  教頭 

委員 

木 内 一 樹 砂川小学校  校長 

阿久津 淳 子 中央小学校  校長 

佐 藤 浩 之 空知太小学校 校長 

中 野 大 吾 北光小学校  校長 

小 林 晃 彦 砂川中学校  校長 

高 野 隆 広 砂川高等学校 校長 

渡 邉   現 砂川小学校  教頭 

納 口   卓 豊沼小学校  教頭 

友 利 真 一 空知太小学校 教頭 

長 尾 孝 明 北光小学校  教頭 

田 畑   直 砂川中学校  教頭 

鍋 城 佳 孝 砂川中学校  主幹教諭 

 

○第１回砂川市小中一貫教育推進委員会 

○砂川市小中一貫教育推進委員会特別部会 

・推進委員会の様子 

小中一貫教育の導入・推進を図るための具体的な検討や事業を企画・運営する４つの

特別部会を昨年度に引き続き次のとおり設置しました。 

・小学校教育課程部会 

令和５年度は「学習スタンダード」を市内全小学校で施行・検証し、令和６年度の 

スタート時点で「学習スタンダード」が運用できる体制を目指します。 
 

・小学校連携事業部会（令和５年度より、「小小連携事業部会」から名称を変更） 

 中学校進学に向けて、小学校同士が連携して授業や行事を共同実施することを通し 

て、子ども達の人間関係作りの幅を広げ、不安の解消を目指す取り組みを推進します。 
 

・小中連携事業部会 

 小学校から家庭学習に取り組む習慣を身につけて、学習内容の理解・定着を高め、 

中学校入学後の学習へスムーズに繋げるなど、中１ギャップの解消を目指します。 
 

・施設建設部会 

 市内小中学校の校長と教頭で構成し、義務教育学校建設の基本設計における平面プ 

ランなどを検討します。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

○令和５年度 砂川市小中一貫教育推進計画 

令和４年４月に策定した「砂川市義務教育学校基本構想」を踏まえ、砂川市として小中

一貫教育を実現するためにすべきことと、より発展的な小中一貫教育を行うための考え方

を明らかにした「令和５年度 砂川市小中一貫教育推進計画」を令和５年４月に策定しま

した。 

以下は令和８年度の義務教育学校の開校に向けて、３年間で取り組む実践内容です。 
●小中一貫教育推進の年次計画【令和５年度～令和７年度】 

基礎学力の定着と学習習慣の向上、評価分析 

・全国学力学習状況調査結果の公表 

・各学校の学力調査の結果の分析及び学習指導の改善 

・家庭学習の習慣の定着を目指す取組 

・義務教育９年間を見通した各教科学習内容系統表の作成 

・前期課程（後半）の一部教科担任制を見据えた指導体制の構築 

・小中連携した英語学習の実施 
 
砂川市GIGA スクール構想の推進 

・一人一台端末の授業時の活用 

・一人一台端末の自学自習時の活用 

・オンライン学習等の実践 
 
不登校等の生徒指導上の諸課題の減少と未然防止 

・小中連携した児童・生徒の情報共有 

・小中一貫した教育相談体制整備による中１ギャップの減少 

・スクリーニングを活用した教育相談体制の確立 

・一人一台端末を活用し、不登校児童生徒とオンラインによる学習支援の実施 
 
幼保・小中の連携 

・児童会、生徒会が連携した交流事業の実施 

・中１不安解消を目的とした体験学習、学校説明会等の取組 

・中学校教員の乗り入れ授業の実施 

・小中合同研修会の実施 

・幼・保・小のつながりを意識した特別な配慮を必要とする子どもの円滑な引継ぎ 
 
ふるさと砂川を誇りに思う心の育成 

・９年間を見通した「キャリアパスポート」の作成 

・総合的な学習の時間における地域と連携した体験学習の実施（職業体験、職場見学、  

 農業体験等）の実施 

・コミュニティ・スクールや社会教育と連携した地域学校協働活動の推進 
 
防災教育や安全教育の充実 

・火災、地震時の避難訓練の実施 

・不審者対応の避難訓練による危機管理意識の育成 

 
「令和５年度 砂川市小中一貫教育推進計画」については、市ホーム 

ページで公開しています。下記 URL・右記 QR からご確認ください。 

https://www.city.sunagawa.hokkaido.jp/kosodate_kyouiku/

kyouikugyousei/files/kyouikukeikaku.pdf 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆お問い合わせ先  砂川市教育委員会学校再編課 

  住所：砂川市西７条北２丁目１番１号     

電話：0125-74-4313 FAX：0125-74-8798 Ｅ-mail：saihen@city.sunagawa.lg.jp 

 

★統合の関係については、市ホームページでも公開しています。 
 

右の QR からもアクセスできます 

URL：https://www.city.sunagawa.hokkaido.jp/kosodate_kyouiku/ 

kyouikugyousei/2020-0827-1549-62.html 

 

５月22日（月）地域交流センターゆうにおいて、「砂川市義務教育学校建設市民意見収

集会」を開催しました。30人が参加し、新築する義務教育学校の平面図や模型、１月に開

催した子どもワークショップで作成したパネルを観覧しながら、これまでのワークショッ

プの内容をもとに作成した基本設計プランの方向性に対する意見を出し合いました。 

４ 

砂川市義務教育学校建設市民意見収集会 

●質問と回答（抜粋） 

Q．“安心して登校できる”を具体化したのはどこになるのか。学校に行きにくい子は

大人が想像している以上に多い印象なので、安心して通える空間としての工夫があっ

たら良い。 

A．今回いただいた意見をもとに、安心して、ここでこんな学習をしてみたい、友達と

一緒に活動してみたいと感じられるような教育活動をしていきたい。空間的には、最

初の入り口で明るい気持ちになれるように広がりのあるエントランスコートを設け、

奥に行くと1人になれるスペースがある、といったかたちで安心できるような工夫を

したいと考えている。 
 

Q．市民との交流について、具体的にイメージしていることがあれば教えてほしい。 

A．例えば、３階「みんなのリビング」では地元企業の方によるキャリア教育の講義、

１階スペースでは地域の方に百人一首を教えていただくなど、各フロアに設置されて

いるスペースを活用しながら地域の方などに先生になってもらうことを考えている。 

 

当日の質問と回答、新築する義務教育学

校に対する感想等については、開催報告と

して市ホームページにて掲載しています

ので、ぜひご覧ください。 

●新築する義務教育学校に対する感想（抜粋） 

学校全体 

・各ステージでの空間分けはすごく良いと感じた。 

・年間を通して様々な企業が参画して職業体験ができると良い。 
 
１階 

・特別支援の空間のプレイルームがあり、活用できそう。 
 
２階 

・多目的な使用が見込めるピンネテラスが非常に良い。 
 
３階 

・異校種との連携が自由に可能となるフリースペースの存在は良い。 

 


